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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
委
員
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
は
、
県
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
運
営
に
対
し
、
格

別
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
〇
九
年
の
世
相
を
表
わ

す
漢
字
は
「
新
」
で
し
た
が
、
ま
さ
に

昨
年
は
内
外
と
も
に
変
革
の
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。
特
に
国
政
は
大
き
く
様
変

わ
り
し
、
政
権
が
自
民
党
か
ら
民
主
党

へ
チ
ェ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
予
算
の
事
業

仕
分
け
が
連
日
Ｔ
Ｖ
で
報
道
さ
れ
、
国

民
の
関
心
を
呼
ん
だ
こ
と
が
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
福
祉
、
医
療
、

子
育
て
支
援
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
良

い
方
向
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
願
わ

ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

折
り
し
も
経
済
は
、
昨
年
以
来
の
不

景
気
が
よ
り
一
層
深
刻
化
す
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
っ
た
観
測
も
あ
り
、
今

後
、
孤
立
・
孤
独
者
や
生
活
困
窮
者
が

増
加
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
よ

り
一
層
の
見
守
り
が
必
要
な
年
に
な
る

よ
う
な
懸
念
を
、
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
も
一
斉
改
選
の
年
で
あ
り
ま

す
。
約
三
分
の
一
の
方
が
退
任
し
、
新

し
い
方
が
新
任
と
し
て
着
任
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
県
民
児
協
は
、
来
年
は
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
研
究
協
議
会
開
催
県

と
し
て
の
大
き
な
事
業
を
控
え
て
お
り

ま
す
。
各
委
員
の
方
々
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
成
功
裡
に
終
わ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
委
員
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

県
民
児
協
会
長

高

木

彦

治

第
二
十
八
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会
が
、
十
一
月
二
十
日
に
約
千
三
○

○
名
の
参
加
を
得
て
、
式
典
・
顕
彰
・
講

演
の
順
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

顕
彰
は
、
県
会
長
表
彰
者
が
二
十
三
名
、

全
国
民
児
連
会
長
表
彰
者
が
九
名
、
優
良

民
児
協
が
一
団
体
の
た
め
、
被
表
彰
者
全

員
が
登
壇
、
会
長
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。講

演
は
、「
心
の
し
く
み
と
幸
せ
の
条

件
」
と
い
う
演
題
で
、
奈
良
市
薬
師
寺
の

大
谷
徹
奘
執
事
か
ら
、
次
の
よ
う
な
内
容

の
お
話
が

あ
り
ま
し

た
。奈

良
の

法
隆
寺
・

薬
師
寺
・

東
大
寺
等

の
名
刹
は
、

お
寺
と
称

し
、
坊
さ

ん
は
法
衣

を
ま
と
っ

て
い
る
が
、
境
内
に
は
お
墓
も
な
い
し
、

葬
儀
も
行
っ
て
い
な
い
、
こ
れ
ら
の
寺
院

は
、
僧
侶
の
修
行
の
道
場
で
あ
り
、
学
問

所
で
あ
る
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

世
の
中
の
、
一
人
の
人
間
の
存
在
を
み

た
と
き
、
必
ず
両
親
が
お
り
、
そ
の
父
親
・

母
親
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
両
親
が
お
る
、
と

い
う
こ
と
で
、
先
祖
を
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば

の
ぼ
る
ほ
ど
、
無
数
・
無
限
の
ご
縁
の
中

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
私
た
ち

は
、
常
に
感
謝
し
な
が
ら
生
き
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
と
い
う
「
よ
っ
ぽ
ど
の
ご
縁
」

の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

じ
ん
し
ん

幸
せ
の
願
い
「
身
心
安
楽
」、
今
の
社

会
は
「
身
」
に
つ
い
て
、
物
質
的
に
豊
か

で
長
寿
社
会
で
あ
っ
て
も
、「
心
」
が
欠

け
て
い
て
は
、
幸
せ
と
は
云
え
な
い
。
感

謝
の
心
、
慈
愛
の
心
、
敬
い
の
心
、
赦
す

心
、
詫
び
る
心
な
ど
の
、
人
間
関
係
を
良

く
す
る
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
幾
多
の
先
祖
の
方
々
に
、

感
謝
し
、
お
逢
い
す
る
方
々
に
「
よ
っ
ぽ

ど
の
ご
縁
で
す
」
と
、
一
期
一
会
を
大
切

に
、
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
、
幸
せ
へ
の

道
と
悟
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

第
二
十
八
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
る

県
民
児
協
副
会
長

橋

本

重

男

�第６４号 ２０１０年（平成２２年）１月１５日民児協いばらき



��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
は
、
景
気
の
低
迷
、
雇
用
の
悪
化
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
大
変

な
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
政
に

お
い
て
は
劇
的
な
政
権
交
代
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

一
方
、
本
格
的
な
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
、
厳
し
い
経
済
情
勢
、
危
機
的
な
財

政
状
況
な
ど
、
県
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

経
済
・
雇
用
対
策
や
聖
域
な
き
行
財
政
改

革
に
全
力
で
取
り
組
み
な
が
ら
、
本
年
も

「
人
が
輝
く
元
気
で
住
み
よ
い
い
ば
ら
き
」

づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
医
師
の
確
保
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
導
入
な
ど
地
域
医
療
の
充
実
、
少
子
化

対
策
、
高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く

り
、
障
害
者
の
自
立
促
進
な
ど
に
力
を
入

れ
ま
す
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、「
住
み
よ
い

い
ば
ら
き
」
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、「
い
ば
ら
き
づ
く
り
」
の
基
本

は「
人
づ
く
り
」に
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

少
人
数
学
級
を
小
学
校
３
・
４
年
生
ま
で

拡
大
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の

向
上
や
豊
か
な
心
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
努
め
る
な
ど
、「
人
が
輝

く
い
ば
ら
き
」
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
県
を
一
層
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、競
争
力
あ
る
産
業
を
育
て
、

雇
用
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
本
年
３
月
に

開
港
す
る
茨
城
空
港
を
は
じ
め
と
し
た
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
併
せ
、

中
小
企
業
の
振
興
や
企
業
誘
致
、
最
先
端

科
学
技
術
の
拠
点
づ
く
り
な
ど
に
一
層
力

を
入
れ
、「
元
気
な
い
ば
ら
き
」
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、
本
県
の
社

会
福
祉
向
上
の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご
尽

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。茨

城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆
様
方
の
一
層

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

し
て
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ茨

城
県
知
事

橋

本

昌

第
７８
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

が
、
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
九
日
・
三

十
日
の
両
日
、
新
潟
市
朱
鷺
メ
ッ
セ
を
主

会
場
に
、
全
国
か
ら
四
、
二
〇
〇
名
余
が

参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
の
式
典
は
、
新
潟
県
民
児
連
会

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
五
七
二
名
の
物
故

者
へ
の
黙
祷
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
全
民

児
連
会
長
表
彰
等
の
後
、
新
井
満
氏
（
新

潟
県
出
身
、
芥
川
賞
受
章
作
家
、
作
詩
作

曲
家
）
の
「
い
の
ち
に
つ
い
て
」
〜
千
の

風
に
ふ
か
れ
な
が
ら
こ
の
ご
ろ
考
え
た
こ

と
〜
と
題
し
て
特
別
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

親
し
い
友
人
の
妻
の
死
を
契
機
と
し
て

作
っ
た
�
千
の
風
に
な
っ
て
�
が
大
ヒ
ッ

ト
し
た
背
景
を
、
ユ
ー
モ
ア
と
歌
唱
を
支

え
な
が
ら
、
生
と
死
の
意
義
、
人
間
は
そ

れ
ぞ
れ
役
割
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
こ

と
、
般
若
心
経
の
中
に
そ
の
神
髄
が
あ
る

こ
と
等
々
、
我
々
が
活
動
す
る
上
で
心
に

留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
く
、
大
変
心
に
残
る
講
義
で
し
た
。

二
日
目
は
、
十
五
の
会
場
に
分
散
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
の
活
動

交
流
集
会
で
、
私
は
地
域
福
祉
推
進
に
お

け
る
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
〜
住
民

の
身
近
な
相
談
、
支
援
者
、
地
域
福
祉
推

進
の
具
体
的
担
い
手
と
し
て
〜
の
分
科
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

高
崎
健
康
福
祉
大
学
の
金
井
敏
教
授
の

基
調
講
演
後
、
上
越
市
、
小
千
谷
市
、
富

山
県
氷
見
市
の
代
表
に
よ
る
、
高
齢
者
の

自
立
支
援
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福
祉

の
町
づ
く
り
、
子
供
の
安
全
、
健
全
育
成

を
め
ざ
す
支
援
、
新
興
団
地
や
山
間
農
村

地
区
の
福
祉
活
動
等
、
活
発
に
活
動
を
展

開
し
て
い
る
事
例
発
表
が
あ
り
、
今
後
の

活
動
に
大
い
に
参
考
と
な
る
有
意
義
な
二

日
間
で
し
た
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
参
加
し
て

県
民
児
協
理
事

黒

田

光

夫

� ２０１０年（平成２２年）１月１５日 第６４号民児協いばらき
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本
年
度
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
協
議
会

は
、
群
馬
県
伊
香
保
町
で
、
六
月
二
十
五

日
、
二
十
六
日
の
両
日
開
催
さ
れ
、
茨
城

県
か
ら
は
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
活

動
研
究
協
議
は
四
分
科
会
に
分
か
れ
、
行

わ
れ
ま
し
た
。

私
は
第
一
分
科
会
「
高
齢
者
、
障
が
い

者
の
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
に
参
加
し
、
下
妻
市
で
平
成
元
年

か
ら
行
っ
て
い
る
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」「
ふ

れ
愛
電
話
」
に
つ
い
て
の
活
動
事
例
を
報

告
し
ま
し
た
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
月
二
回
安
否
確
認

を
目
的
と
し
、
本
人
と
直
接
接
す
る
こ
と

が
で
き
、
信
頼
関
係
を
築
く
大
切
な
活
動

と
思
い
、
社
協
と
の
連
携
を
密
に
し
、
暮

ら
し
の
変
化
を
感
じ
取
れ
る
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
電
話
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
、
希
望
の
日
時
に
、

「
変
わ
り
が
な
い
で
す
か
」、「
心
配
ご
と

や
不
安
な
事
柄
は
な
い
で
す
か
」
と
電
話

を
か
け
る
活
動
で
す
。
本
人
の
留
守
が
続

く
場
合
は
民
生
・
児
童
委
員
に
連
絡
が
入

り
、
民
生
委
員
は
直
接
訪
問
し
、
状
況
確

認
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う

な
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

他
に
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
、
川
崎
市
、

浜
松
市
の
方
々
の
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
性
の
あ
る
発
表
に
深
く
感

銘
い
た
し
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
地
域
の
人
々
の
希
薄
化
が
進

む
中
、
孤
立
、
孤
独
な
暮
ら
し
を
防
ぐ
見

守
り
活
動
を
行
政
、
自
治
区
と
一
体
に

な
っ
て
、
肩
肘
張
ら
ず
で
き
る
こ
と
に
精

一
杯
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
と
、
改
め
て

学
ん
で
き
ま
し
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

県
民
児
協
副
会
長

鯨

井

登
美
子

去
る
十
一
月
九
日
、
東
京
ベ
イ
有
明
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
相
談
技

法
研
修
会
〈
傾
聴
研
修
〉
に
滝
野
忠
男
理

事
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
倉
石
哲
也
武
庫
川
女
子
大
教

授
が
「
相
談
面
接
に
お
け
る
傾
聴
技
法－

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
相
談
援
助
に
あ

た
る
際
の
基
礎
知
識－

」
の
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
傾
聴
と
は
、
言
葉
と
言
葉
の
背

景
に
あ
る
思
い
に
想
像
を
働
か
せ
な
が
ら
、

相
手
の
立
場
で
語
り
に
耳
と
心
を
傾
け
る

こ
と
。
傾
聴（
相
談
援
助
）の
原
則
と
し
て
、

語
る
側
の
思
い
は
、
�
個
人
と
し
て
認
め

ら
れ
た
い
、
�
自
分
の
感
情
を
表
出
し
た

い
、
�
訴
え
に
共
感
的
に
対
応
し
て
貰
い

た
い
、
�

受
け
止
め

て
貰
い
た

い

、

�

色
々
と
審

判
さ
れ
た

く
な
い
、

�
自
分
自

身
で
選
択

し
決
定
し

た
い
、
�
自
己
の
秘
密
は
守
ら
れ
た
い
、

が
あ
る
こ
と
。

傾
聴
と
提
案
の
進
め
方
と
し
て
、
�
話

し
手
と
聴
き
手
の
波
長
を
合
わ
せ
る
（
雰

囲
気
・
話
の
ペ
ー
ス
・
理
解
力
）、
�
個

人
や
家
族
に
関
す
る
基
本
的
情
報
を
収
集

す
る
、
�
当
事
者
の
苦
心
・
苦
労
に
耳
を

傾
け
る
、
�
当
事
者
の
展
望（
直
近
と
中
・

長
期
）
を
確
認
す
る
、
�
当
事
者
へ
の
共

感
を
働
か
せ
る
、
�
提
示
で
き
そ
う
な
情

報
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
、
が
大
切
。

そ
し
て
、
聴
い
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る

こ
と
、
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
、
受
け
容
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
、

話
し
手
が
話
そ
う
と
す
る
こ
と
を
聴
く
こ

と
、
聴
き
手
が
聴
き
た
い
こ
と
は
最
小
限

に
す
る
こ
と
、
態
度
・
表
情
・
声
の
ト
ー

ン
が
重
要
、
な
ど
が
相
談
面
接
に
お
け
る

傾
聴
技
法
で
大
切
。
等
を
研
修
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
二
〜
四
名
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

に
よ
る
傾
聴
技
法
を
学
び
ま
し
た
。
信
頼

関
係
を
深
め
る
に
は
、
温
か
さ
・
共
感
・
純

粋
さ
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
取

り
ま
し
た
。
充
実
感
溢
れ
る
ひ
と
と
き
を

体
験
で
き
て
、
と
て
も
よ
い
研
修
で
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
〈
傾
聴
研
修
〉
に
参
加
し
て

県
民
児
協
理
事

長
谷
川

彌
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「「生生活活福福祉祉資資金金貸貸付付制制度度のの改改正正」」ににつついいてて

茨城県社会福祉協議会

平成２１年１０月から、生活福祉資金貸付制度が大幅に改正されました。

今回の制度改正は、厳しさを増す雇用経済情勢の中、さらに失業者の増加が見込まれており、これらの

方々に対するセーフティネット施策の一つとして、より活用しやすくするために生活福祉資金の資金種類

の統合・再編や「総合支援資金」の創設など抜本的な見直しが行われました。

貸付制度の主な改正点は以下のとおりです。

�資金の整理・統合（再編）

資金の種類が、現行の９種類から「総合支援資金」、「福祉資金」、「教育支援資金」、「不動産担保型生

活資金」の４種類に統合されました。

�連帯保証人の要件の緩和

原則として連帯保証人を確保していただきますが、連帯保証人を確保することができない場合でも貸

付が可能となりました。

また、連帯保証人ありは無利子、連帯保証人なしは年１．５％の利子が付きます。

�改 正 後（平成２１年１０月以降）�従来の生活福祉資金（平成２１年９月）

限度額

１ 総合支援資金（無利子又は年１．５％）

（２人以上）月２０万円
（単身）月１５万円

４０万円

６０万円

２ 福祉資金（無利子又は年１．５％）

５８０万円
※資金の用途に応じて目安箱を設定

１０万円
※連帯保証人不要

３ 教育支援資金（無利子）

高校 月３．５万円
短大・高専 月 ６万円

大学 月６．５万円

５０万円

４ 不動産担保型生活資金

月３０万円

生活扶助額の１．５倍

資金種類

生活支援費
※最長１年間の生活費

住宅入居費
※敷金、礼金等

一時生活再建費
※一時的な需要に対応

福祉費

緊急小口資金（無利子）

教育支援費

就学支度費

不動産担保型生活資金

要保護世帯向け
不動産担保型生活資金

限度額

２８０万円

４６０万円

１１０万円

１３０万円

５０万円
※住宅改築等は２５０万円

１７０万円

２５０万円

４７０．４万円

１７０万円

１５０万円

１０万円

高校 月３．５万円
短大・高専 月 ６万円

大学 月６．５万円

５０万円

単身世帯 月１０万円
複数世帯 月２０万円

月３０万円

生活扶助額の１．５倍

資金種類

１ 更生資金（年３％）

生業費（低所得世帯）

生業費（障害者世帯）

技能習得費（低所得世帯）

技能習得費（障害者世帯）

２ 福祉資金（年３％）

福社費

障害者等福祉用具購入費

障害者自動車購入費

中国残留邦人等国民年金追納費

３ 療養・介護等資金（無利子）

４ 災害援護資金（年３％）

５ 緊急小口資金（年３％）

６ 修学資金（無利子）

修学費

就学支度費

７ 離職者支援資金
（年３％）

８ 長期生活支援資金

９ 要保護世帯向け
長期生活支援資金

�

�
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高
萩
市
は
県
北
に
位
置
し
、
人
口
三
二
、
〇
〇
〇
人
で
高
齢
化
率
も
現
在
は

二
十
四
・
九
％
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

当
市
は
昭
和
二
十
九
年
、
高
萩
・
松
岡
・
高
岡
、
二
町
一
村
の
合
併
に
よ
り

誕
生
。
当
時
高
萩
に
は
、
高
萩
炭
鉱
の
他
に
五
鉱
あ
り
、
ま
さ
に
石
炭
の
町
で

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
六
年
頃
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
る
石
炭
産
業

の
斜
陽
化
に
と
も
な
い
、
各
炭
鉱
は
次
々
と
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
、
人
口
も
減

少
し
、
大
変
な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

当
市
の
民
児
協
は
、
市
単
位
民
児
協
で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
五
十
九
名

（
う
ち
主
任
児
童
委
員
三
名
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
委
員
会
を
中
心

に
、
主
任
児
童
委
員
会
、
生
活
援
護
部
会
、
児
童
福
祉
部
会
、
高
齢
者
福
祉
部

会
、
障
害
福
祉
部
会
、
年
間
十
二
回
の
定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
十
年
度
は
、
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護

者
名
簿
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
度
は
安
心
安
全
事
業
と
し
て
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
日
常
生
活
に
お
い
て

健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
、
万
一
自
宅

で
具
合
が
悪
く
な
り
救
急
車
を
呼
ん
だ
時
、
救
急

隊
員
が
迅
速
に
処
置
や
連
絡
を
行
え
る
よ
う
な
情

報
を
封
筒
に
入
れ
保
管
す
る
、
こ
こ
ろ
の
里
「
あ

ん
し
ん
救
急
医
療
情
報
便
」
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

十
一
月
に
は
、
視
察
研
修
事
業
と
し
て
、
仙
台

市
の
宮
城
県
さ
わ
ら
び
学
園
と
東
北
少
年
院
を
参

観
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
児
童
虐
待
防
止
、

不
登
校
や
い
じ
め
問
題
等
に
対
す
る
民
児
協
と
し

て
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

神
栖
市
は
平
成
十
七
年
八
月
に
旧
神
栖
町
と
旧
波
崎
町
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
人
口
約
九
万
二
千
人
の
街
で
す
。

神
栖
市
に
は
神
栖
地
区
、
波
崎
地
区
の
二
つ
の
民
児
協
が
あ
り
、
連
合
組
織

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
神
栖
地
区
民
児
協
は
六
十
六
名
（
う
ち
主
任

児
童
委
員
三
名
）
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
旧
神
栖
地
区
を
担
当
地
域
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

日
頃
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
高
齢
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
す
べ
て
の
皆
さ
ん

が
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
相
談
支
援
や
見
守
り
を

中
心
に
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
定
例
会
で
は
、
様
々
な
福
祉

制
度
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
り
、
委
員
同
士
の
意
見
交
換
の
場
を
も
う
け

た
り
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
、
委
員
相
互
の
連
携
の

強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

神
栖
地
区
民
児
協
の
特
徴
的
な
活
動
と
し

て
、
日
赤
の
活
動
へ
の
協
力
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
夏
に
神
栖
市
で
開
催
さ
れ
る
「
ふ
れ

愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
炊
き
出
し
訓
練
や
、
被
災
地
へ
の
義
援

金
、
日
赤
の
活
動
費
へ
の
募
金
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
救
命
、
災
害
時
高

齢
者
支
援
の
講
習
を
受
け
る
な
ど
、
災
害
時

に
お
け
る
支
援
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。今

後
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を

目
指
し
、
地
域
の
な
か
で
積
極
的
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協 だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

高 萩 市

高
萩
市
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

高
萩
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

関

根

利

雄

神 栖 市

神
栖
市
神
栖
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

神
栖
市
神
栖
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

人

見

隆
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小
貝
川
が
利
根
川
に
合
流
す
る
位
置
に
あ
る
川
辺
の
町
、
利
根
町
は
人
口

一
七
、
九
三
三
名
、
面
積
二
十
四
・
〇
九
�
の
小
さ
な
町
で
す
。

利
根
町
は
首
都
か
ら
四
〇
㎞
圏
内
に
あ
り
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
昭
和
の

後
期
に
大
型
の
宅
地
開
発
が
次
々
と
実
施
さ
れ
、
一
時
は
人
口
三
万
人
に
手
が

届
く
と
こ
ろ
ま
で
激
増
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
独
立
と
共
に
町
外
に
出
て
し

ま
い
、
高
齢
者
が
残
る
結
果
と
な
っ
て
、
少
子
高
齢
化
の
悪
循
環
を
招
き
高
齢

化
率
が
二
十
六
％
を
超
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
四
〇
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
二

名
）
は
高
齢
者
対
応
と
子
育
て
支
援
に
、
各
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極

的
に
行
い
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
に
倣
っ
て
、
行
政
と
連
携
し
て
六
十
五
歳

以
上
の
「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
台
帳
」
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
地
区
担
当
民

生
委
員
が
ま
め
に
調
査
収
録
し
て
二
七
〇
名
の
台
帳
が
作
成
さ
れ
、
行
政
担
当

課
と
地
区
民
生
・
児
童
委
員
が
保
有
し
見

守
り
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

寝
た
き
り
高
齢
者
、
認
知
症
高
齢
者
、
身

体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
等
の
援
護
を

必
要
と
す
る
人
を
対
象
に
、
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
「
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
」
を

作
成
し
て
町
役
場
、
消
防
署
、
警
察
署
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
全
町
一
九
四
名
の
登

録
名
簿
を
配
備
し
、
民
生
・
児
童
委
員
に

は
自
分
の
担
当
地
区
と
周
辺
地
区
分
を
保

有
し
て
、
日
常
の
活
動
に
活
用
す
る
と
共

に
災
害
時
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

「
そ
れ
で
は
只
今
よ
り
協
議
事
項
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
協
議
事
項

に
関
し
ま
し
て
ご
質
問
・
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
後
ほ
ど
挙
手
に
て
お

願
い
致
し
ま
す
。」
い
つ
も
の
五
霞
町
民
児
協
定
例
会
議
の
始
ま
り
で
す
。

人
口
約
九
、
六
〇
〇
人
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
二
〇
名
（
う
ち
主
任
児
童

委
員
二
名
）
と
い
う
小
さ
な
町
の
小
さ
な
会
議
は
、
お
互
い
の
信
頼
と
協
力
と

い
う
深
い
絆
で
支
え
合
う
協
議
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
五
霞
町
は
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
、
茨
城
県
の
西
南
端
に
位

置
し
、
東
京
か
ら
約
五
〇
�
圏
内
に
あ
り
ま
す
。
利
根
川
に
育
ま
れ
た
水
と
緑

豊
か
な
環
境
の
町
は
、
米
作
を
中
心
と
す
る
農
業
地
帯
等
、
先
人
の
施
策
の
機

微
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
率
二
十
一
・
二
％
の
五
霞
町
も
少
子
高
齢
化
は
急
速
に
進
み
、
民
生

委
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
核
を
な
し
、
福
祉
ま
つ
り
へ
の
参
加
や
登
下
校
時

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
そ
し
て
町
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
等
、
そ
の
活
動
の
場

も
多
様
化
し
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
作
成
の

調
査
協
力
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

に
伴
う
高
齢
者
世
帯
に
安
全
対
策
を
呼
び
か

け
る
等
の
安
否
確
認
は
、「
災
害
時
一
人
も

見
逃
さ
な
い
運
動
」
と
相
ま
っ
て
、
安
心
と

絆
を
深
め
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
々
の
一
人
一
人

の
顔
の
見
え
る
小
さ
な
町
の
民
生
委
員
と
し

て
、
き
め
細
や
か
な
対
応
と
関
係
機
関
へ
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
更
な
る
活
動
を
す
す
め
て

い
く
所
存
で
す
。
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五 霞 町

五
霞
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

五
霞
町
民
生
委
員
児
童
委
員
会
会
長

篠

崎

悦

子

利 根 町

利
根
町
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

利
根
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

市

村

捷

二
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◎
祝
受
章

こ
の
度
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
次

の
方
が
栄
え
あ
る
褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
藍
綬
褒
章

黒

澤

和

子

様
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、

毎
年
度
、
次
の
研
修
会
・
研
究
協
議
会
を

実
施
し
て
お
り
、
来
年
度
も
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。（
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

こ
れ
ら
の
研
修
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
市
町
村
民
児
協
会
長
を
通
し
て

県
民
児
協
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

た
だ
し
、
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、

翌
年
度
に
割
り
振
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

な
お
、
参
加
費
及
び
旅
費
等
の
必
要
経

費
は
、
県
民
児
協
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

�
相
談
技
法
研
修
会
【
傾
聴
技
法
】

講
義
と
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
（
役

割
実
演
）
を
通
し
て
、
相
談
面
接
の
基

本
と
な
る
「
傾
聴
」
に
つ
い
て
学
習
す

る
。（
一
日
）

�
相
談
技
法
研
修
会
【
事
例
研
究
】

対
人
援
助
の
基
本
的
な
視
点
、知
識
・

技
術
、
態
度
等
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

（
一
日
）

�
主
任
児
童
委
員
研
修
会

主
任
児
童
委
員
を
対
象
に
、
そ
の
役

割
、
活
動
の
活
性
化
等
に
つ
い
て
学
習

す
る
。（
一
泊
二
日
）

�
民
生
委
員
・
児
童
委
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

地
域
に
お
け
る
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
や
資
質
の
向
上
を
目
的
と
す
る
研

修
会
。（
二
泊
三
日
）

�
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

今
後
指
導
的
な
立
場
及
び
役
割
を
担

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
民
・
児
委

員
を
対
象
に
行
う
民
生
委
員
大
学
。

（
二
泊
三
日
）

�
児
童
委
員
研
究
協
議
会

地
域
に
お
け
る
児
童
委
員
活
動
の
実

践
に
関
す
る
情
報
交
換
を
も
と
に
、
民

児
協
組
織
と
し
て
の
活
動
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行
う
。

（
一
泊
二
日
）

県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

▼
小
学
校
な
ど
で

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
催

県
で
は
、
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
活

用
し
て
、
児
童
の
放
課
後
の
安
全
な
居
場

所
づ
く
り
を
す
す
め
る
「
放
課
後
子
ど
も

教
室
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

県
内
小
学
校
な
ど
に
お
い
て
、
活
動
を
希

望
す
る
児
童
の
た
め
に
、
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
芸
術
活
動
な
ど
の
様
々
な
体
験

活
動
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

�
０
２
９
（
３
０
１
）
５
３
２
２

▼
消
費
者
問
題
の
専
門
家
を
無
料
で
派
遣

県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
大

好
き
い
ば
ら
き
安
全
・
安
心
・
く
ら
し
の

セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
消
費
生
活
知
識
の

普
及
や
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、

消
費
者
問
題
の
専
門
家
を
講
師
と
し
て
無

料
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
お
お
む
ね
二
十
人
以
上
の
団

体
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー

�
０
２
９
（
２
２
４
）
４
７
２
２

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

全全
民民
児児
連連
連連
主主
催催
のの

全全
国国
研研
修修
会会
にに
つつ
いい
てて

民
児
協
い
ば
ら
き
第
六
四
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

「
高
齢
者
を
虐
待
し
て
い
る
」
な
ど
の

相
談
や
通
報
を
受
け
、
自
治
体
が
虐
待
と

判
断
し
た
ケ
ー
ス
が
二
〇
〇
八
年
度
に
は

約
一
万
五
千
件
だ
っ
た
こ
と
が
厚
生
労
働

省
の
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。
高
齢
者
虐

待
防
止
法
の
施
行
か
ら
三
年
が
過
ぎ
、
介

護
現
場
の
深
刻
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
よ
う
で
す

こ
う
し
た
中
、
盛
岡
市
の
男
性
か
ら
う

れ
し
い
便
り
が
県
民
児
協
に
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
牛
久
市
に
単
身
で
住
ん
で
お
ら
れ
、

今
は
他
界
し
た
父
親
を
、同
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
だ
っ
た
女
性
の
方
が
実
に
親
身

に
面
倒
を
み
、
心
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い

た
、
と
い
う
お
礼
の
手
紙
で
す
。
男
性
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
尊
さ
、
あ
り
が

た
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
た
、
と
記
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
見
守
り
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員

七
井

康
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